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“Large magnetocapacitance effect in magnetic tunnel junctions based on Debye-Frshlich
model” , Applied Physics Letters 107, 132405 (2015).
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	慶應義塾大学大学院理工学研究科緒方健太郎(修士２年生)、中山雄介(修士２年生)、同大学理工学部海住英生准教授らは、ブラウン大学物理学科の萧鋼教授と共同で、世界最大のトンネル磁気キャパシタンス(TMC)効果の観測とそのメカニズム解明に成功しました。TMC効果とは、磁場によりキャパシタンス(電気容量；電気が溜まる量)が変化する現象です。この現象は２つの磁性層の間に薄い絶縁層を挟んだ磁気トンネル接合において観測されます。磁気感度を示すキャパシタンス変化率はこれまで最大で155%でした。今回、「電圧」に注...
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